
コ
ロ
ナ
禍
と
コ
ン
サ
ー
ト 

 

吉
田 

眞
人 

 

た
ま
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
る
。
何
故
か
協
奏
曲
、
中
で
も
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
の
作
品
が
多
い
。
コ
ロ

ナ
禍
の
昨
年
も
何
度
か
行
き
、
幸
運
に
も
ム
ッ
タ
ー
女
史
の
演
奏
会
を
聴
く
事
が
出
来
た
。 

 

２
月
２
０
日 

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル 

 

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
ア
ン
ネ
＝
ゾ
フ
ィ
ー
・
ム
ッ
タ
ー 

 

新
日
本
フ
ィ
ル
、
指
揮
：
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
マ
チ
ェ
ラ
ル 

微
弱
音
は
ク
リ
ア
ー
に
、
低
音
部
は
響
き
豊
か
に
、
迷
い
な
き
演
奏
。
こ
れ
が
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
だ
、
と
云

う
が
如
し
。
オ
ケ
の
み
の
演
奏
部
分
で
は
、
オ
ケ
の
各
パ
ー
ト
を
覗
き
込
ん
だ
り
、
振
り
向
い
て
視
線
を
送

っ
た
り
、
又
、
自
ら
拍
子
を
と
っ
た
り
、
恰
も
指
揮
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

終
了
と
と
も
に
万
雷
の
拍
手
と
ブ
ラ
ボ
ー
の
掛
け
声
。
こ
れ
は
過
去
聞
い
た
演
奏
会
で
最
大
最
高
の
賞
賛

の
嵐
で
あ
っ
た
。
流
石
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
女
王
で
、
思
わ
ず
会
場
で
売
っ
て
い
た
Ｃ
Ｄ
を
買
っ
て
し
ま
っ
た

程
で
あ
る
。 

 

後
半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
同
じ
く
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
『
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
三
重

奏
曲
』。
ム
ッ
タ
ー
女
史
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
掛
け
合
い
に
ピ
ア
ノ
が
絡
ん
で
く
る
感
じ
で
、
指
揮

者
と
楽
団
は
如
何
に
も
刺
身
の
褄
と
い
う
感
じ
で
、
お
気
の
毒
で
あ
っ
た
。 

３
月
以
降
は
演
奏
会
の
中
止
が
続
き
、
欧
米
の
演
奏
家
の
来
日
も
不
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
演
奏
会

は
奇
跡
的
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
演
奏
会
中
止
を
予
見
し
た
盛
り
上
が
り
方
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

７
月
に
な
っ
て
一
定
の
制
限
の
下
開
催
が
再
開
し
、
９
月
下
旬
か
ら
更
に
制
限
も
緩
和
さ
れ
た
。
併
し
、

元
々
客
の
老
齢
化
が
進
ん
で
い
た
か
ら
な
の
か
、
客
席
は
埋
ま
ら
ず
、
観
客
は
何
れ
も
半
分
程
で
、
熱
気
が

戻
っ
て
来
な
い
。
演
奏
会
は
や
は
り
奏
者
と
観
客
が
一
体
で
作
り
上
げ
る
も
の
だ
と
、
改
め
て
思
う
。 

こ
の
元
旦
に
は
ウ
ィ
ー
ン
で
恒
例
の
『
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
・
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
行
わ
れ

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ
レ
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
見
た
が
、
何
と
無
観
客
！ 

が
ら
ん
と
し
た
客
席
に
向
か
っ
て
音

が
空
し
く
響
く
。
例
年
の
華
や
ぎ
全
く
な
し
。
華
麗
な
る
ワ
ル
ツ
は
何
処
に
行
っ
た
？ 

世
界
中
が
早
く
ワ
ク
チ
ン
を
打
ち
、
あ
の
日
常
が
戻
っ
て
ほ
し
い
。 


